
ふれあいお楽しみ会が開催されました

日産栃木工場ゲストホールがリニューアルオープン

坂上地区に継承される「ぼうじぼ」
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９月２９日、上三川小学校で上三川小学校地区社会福祉協議会主催
の「ふれあいお楽しみ会」が開催されました。
今年は、警察車両展示やミニラーメンの提供、バルーン・ベーゴ

マ・けん玉コーナー、輪投げ、ORIGAMIブース、しらさぎ吹奏楽団
による演奏、大道芸ショーなどが行われ、小学生を中心に約600名が
来場されました。

９月２６日、日産自動車株式会社栃木工場において工場見学者用ゲストホールがリニューアルされ、お披露目
会が行われました。
今回、「体験を通じて日産のものづくりを身近に感じてもらう」をコンセプトにリニューアルされ、新しいゲス

トホールの入口を抜けた先には、同工場で生産している最新の車両が展示されています。円形の壁にはプレス
や車体（溶接）、塗装、組立、検査の工程など分かりやすく紹介され、最先端の技術を発信しています。
　式典には、五月女工場長や星野町長、鱒渕県産業労働観光部次長等が出席され、テープカットが行われました。

１０月１日、坂上小学校で５年生２３名が地域の伝統行事である「ぼうじぼ」について学びました。
ぼうじぼとは、稲わらを紐で縛った棒状のもので、十五夜・十三夜

の日に子どもたちが家々を回り、「ぼうじぼあたれ 三角畑にソバあ
たれ」と歌いながら地面をたたいて豊作を願うものです。
講師の町田健一さん（坂上本田）からぼうじぼの歴史や作り方の

説明があると、坂上地区コミュニティ推進協議会の方々の協力によ
り、児童たちはぼうじぼ作りに挑戦しました。苦戦する様子も見られ
ましたが、最後には完成したぼうじぼを使って全員で実演しました。
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